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この研修を通して、コ
ミュニケーションが

大切だと思いました。お
互い会話をすることで趣
味や考え、好きなこと、
人柄など相手のことがよ
く分かるからです。また、
自分のことも分かっても
らえるからです。私は相
手のことを知るため、自分のことを知ってもらうた
め、コミュニケーションを大切にしていきたいです。

２年
白 石 サ チ さん

船
引
中
学
校

アメリカに行って通じ
た英語もありました

が、通じなかった英語の
方がたくさんありました。
一つ一つ改善していくこ
とで、外国人に通じる英
語が話せるようになると
思いました。
　外国に留学し、もっと
うまく話せるようにすれば、いざ仕事で英語を使う
ときに役に立つと思いました。

２年
橋 本 真 弥 さん

船
引
中
学
校

この海外派遣研修の経
験を今後の進路で、

生かしていきたいと思い
ます。そのため、授業中
はアメリカの人を見習っ
て、積極的に手を挙げる
ようにがんばりたいと思
います。
　また、この研修でいろ
いろなことを学んだり、知らない世界を見たりする
ことができて、とても良かったと思います。充実し
た研修になりました。

２年
佐 藤 優 芽 さん

船
引
中
学
校

この研修に行く前、不
安がたくさんありま

した。ホームステイ先で
の会話やアメリカの生活
に慣れることができるだ
ろうか、などと考えなが
ら出発しました。
　実際にさまざまな体験
をし、不安もなくなり、「こ
うなったらどうしよう」ではなく、「自分から行動す
る」ことが大切だと感じました。私の知っている英
語はとても少ないのですが、気持ちを伝えようと、
知っている単語で話しました。すると理解してくれ、
とてもうれしかったです。貴重な体験ができてとて
もよかったです。

２年
菊 池 美 海 さん

船
引
中
学
校

アメリカの人たちは、
話すのが速くて聞き

取りにくいところがあり
ましたが、“Ｃｏｕｌｄ　ｙ
ｏｕ　ｓｐｅａｋ　ｍｏｒｅ　
ｓｌｏｗｌｙ？”と言うと、
ゆっくり、分かりやすい
表現で話してくれました。
そして、私たちの英語も、
一生懸命理解しようとしてくれ、とてもうれしかっ
たです。
　これから外国の人と話す機会が多くあると思うの
で、英語をもっとうまく話し、しっかり聞き取るこ
とができるようになりたいと思います。

２年
箭 内 子 龍 さん

船
引
中
学
校

私はホームステイを通
して英語の話し方だ

けでなく、何気なく過ご
している毎日の大切さや
恥ずかしがらずに自ら挑
戦することの大切さを学
びました。ホストファミ
リーとの会話では、学校
で学んだ英語の文法を意
識しながら話すことにチャレンジしました。また、
違う国の家族の一員として生活することで、改めて
家事をしてくれる母のありがたみを感じました。
　さらに、ホストファミリーの姿を見て、失敗を恐
れず、挑戦することの大切さに改めて気付かされま
した。

3 年
遠 藤 春 希 さん

移
中
学
校

この研修に参加して私
は、とても良い経験

をしました。まず事前研
修では授業で習ったこと
を深く知ったり、授業で
習わないことも学習した
りしました。とても充実
した研修でした。
　ワシントンＤＣでは、ホ
ワイトハウスや自然史博物館などの名所に行き、歴
史を学ぶことができました。中でもアメリカ記念塔
は、半分から色が変わっていて、作っている最中に
戦争が起きたからだということを知り、とても印象
に残っています。

3 年
渡 辺 龍 斗 さん

移
中
学
校

私は国際交流を通して
人との交流の大切さ

というものをとてもよく
感じました。特にアメリ
カ人は人との交流をとて
も大切にしていると、ホ
ストファミリーや訪問し
た学校の生徒、そしてア
ン・ブラウンさんを見て
感じました。　
　この研修を将来のために役立たせるとともに、もっ
と英語を勉強して、たくさんの外国人と話してみた
いです。

３年
箭 内 愛 美 さん

船
引
中
学
校

私が学校交流で学んだ
ことは、アメリカ人

の性格です。アメリカの
人はとても気さくで、学
校に行ったときも、昔か
ら友達だったかのように
普通に話しかけてきたの
で驚きました。
　同時に、英語であるこ
とを除けば、とても話しやすい人たちばかりでした。
これからは私もアメリカ人のように、気さくに周り
の人と接していきたいと思います。

２年
鈴 木  剛 さん

船
引
中
学
校

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

▲ワシントンDCにある世界最大級博物館のスミソニアン博物館前で

▲リッチランド郡役所を訪問

▲ホストファミリーとの出会い ▲マンスフィールド市長を表敬訪問

▲ホストファミリーと活動 ▲地元のハロウィンに参加 ▲アーリントン国立墓地 ▲コロンバス空港での別れ

▲姉妹都市交流協会の方々
　写真左から
　レイモンド・ネザリーさん (根本団長 )
　アン・ブラウンさん (牧副団長 )


